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令和３年度
「ものづくり兵庫」技能競技大会

上 級 者 技 能 部 門  「 旋 盤 」 職 種 競技課題

下記の課題説明文を満足するように支給材料を使って部品図に示す部品を製作し、組立図に

示すようにはめ合わせて完成させなさい。

支給材料 Ｓ４５Ｃ（黒皮ノコ切断）

① φ６０×１５０・・・（０１） ②φ６５×８０・・・（０２，０３）

１．標準競技時間・・・・３時間４０分

打切時間・・・・・・４時間

課題提出最終時間・・標準終了時間から３０分後（延長した選手も含む全選手）

２．競技用機械

    普通旋盤 ワシノＬＥＯ80A 型 心間 800ｍｍ・5.5ｋＷ、四ツ爪単動チャック 

※別添 ＬＥＯ型 高速精密旋盤 仕様書参照のこと。

３． 各部品は次の事項を満足するように製作すること

（１） 部品加工について

a．指示のない寸法公差は普通公差 JIS B 0405-m(中級)とする。また下記（２）に

示す組立方法により組立可能で、組立機能を満足するように、公差内で調整する

こと。

b．部品①の両端面にはセンタ穴が残ったままの状態でもよい。 

c．指示なき角はＣ0.1 からＣ0.3 の糸面取りをすること。すみ部はＲ0.5 以下のＲが

ついてもよい。

  d．テーパ“a”（競技日に抽選し決定）は現物合せとする。 

  e．ネジの切り始めと終わりは 30°または 45°の面取りをすること。 

  f．全ての部品加工は、チャック作業または片センタ作業で行うこと。 

（２） 組立方法および組立手順について

次のような順序で組立ができること

「組立図Ａ」の状態

a．部品①と部品②の“a”テーパ部どうしをはめ込む。

b．部品①②に部品③をφ35 の段付き加工側からねじ込み締め付ける。

「組立図Ｂ」の状態

c．部品①のφ48 部に部品②のφ48 部をはめ込み、端面を当てる。

d．部品①②に部品③（φ35 の段付き加工側から）をねじ込み、部品②の端面に部

品③の端面が当るまで締付ける。

公 表 
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（３） 組立寸法について 

a．組立図Ａの状態において、部品②を下側に受け面としてカラー上で直立させた 

とき 

  ｱ）部品②のφ60 下側端面から部品①のφ55 上側端面までの寸法は   

  60＋0.05～＋0.15 

  ｲ）部品②のφ60 下側端面から部品①のφ48 上側端面までの寸法は   

  85＋0.05～＋0.15 

b．組立図Ｂの状態において、部品③を上側として部品①のφ55 の下側端面を受け

面としてカラー上で直立させたとき 

ｱ）部品①のφ55 下側端面から部品③の上側端面までの寸法は   

  96±0.05 

 平行度 0.03 以内 

    ｲ）部品①のφ55 下側端面から部品②のテーパ入口側のφ60 上側端面までの寸法は 

  45±0.05 

    ｳ）部品①のφ55 下側端面から部品②テーパ反対側φ60 下側端面までの寸法は 

  65±0.05 

    

４．競技規則 

（１） 部品を組み合わせた状態でいかなる切削加工も行ってはならない。 

（２） 油砥石・ハンドラッパ類では、刃具の研削以外の作業を行ってはならない。 

（３） 指定以外の刃具・工具・測定具は使用してはならない。 

（４） 切屑の飛散がある場合(主に荒加工時)は切屑飛散防止カバーを使用すること。 

    切屑飛散防止カバーを使用しない場合は減点とする。  

（５） 主軸の正転・逆転でのブレーキングは行わないこと。 

     なお、ねじ切り作業においては、必ず主軸を停止させてから逆転動作に移ること。 

 （６） 持参工具の範囲内での刃具類の再研削は認めるが、ツールグラインダ等による再研削

は認めない。 

 （７） 切削中、明らかに冷却を主目的とした冷却水や冷却油の使用は禁止する。また、加工

した部品を冷却目的に、洗い油に浸けることを禁止する。 

 （８） 終了の合図以後、および打切時間以降は、金属製切削工具による切屑の出る加工(バリ

取りも含む)をしてはならない。 

但し、標準競技終了時間内、打切時間内であれば終了合図を取消して競技に復帰し、

加工してもかまわないが、ロス時間も含めて競技時間とする。 

 （９） 標準競技時間から３０分以内に課題を提出すること。 

 （10） 課題提出時には「組立図Ｂ」の状態で持参し、提出すること。  
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５．注意事項 

（１） 支給された材料の寸法、数量等が「支給材料」のとおりであることを確認すること。 

（２） 支給された材料に異常がある場合は、競技委員に申し出ること。 

（３） 使用工具は「使用工具等一覧表」で指定した以外のものは使用しないこと。 

（４） デジタル式位置表示装置が機械に装備されている場合、その装置は使用してはならな

い。 

（５） 機械（旋盤）に切り屑カバーを装着している場合、競技中はこれを取り外すことを禁

止する。また、切り屑が飛散する作業(主に荒加工の時など）では、必ず切り屑飛散カバ

ーを使用すること。 

なお、切り屑カバーは、機械に付いている（着脱可）が、持参したものを使用しても

良い。 

（６） 刃物台及び刃物締付ボルトを、パイプで継ぎ足す等の過度な締付や各ハンドルをハン

マーでたたく等の行為は禁止する。 

（７） 工具整理台は各自持参とし、２台まで使用を認める。工具整理台を競技会場内に持ち

込む場合は、設置面積１㎡程度、高さ 1.5m 程度以下の大きさのものに限る。 

ただし、競技中、視野を妨げる仕様のものは認めない。 

（一定の高さ以上は、クリアパネルなどを使用し視野を妨げないよう対処すること)。 

（８） 主軸台上に直接、物を置いてはならない。ただし、安全に考慮した置き台等を設置し

てフラット面になるように工夫した場合は、原則として、旋盤の外形からはみ出さない

大きさの物を置くことを許可する。 

（９） 選手の責めにより、競技中に使用機械、工具、測定器等を損傷しても再貸与しない。

なお、使用機械（旋盤）の損傷について、選手の操作誤りなど明らかに選手の責めによ

るものと認められ、当該機がそのままの状態で使用不可となった場合（メーカ技術者に

よる修理作業を要する場合）は、失格扱いとする。 

（10） 競技中は使用工具の貸し借りを禁止する。 

（11） 機械の操作方法、機械のくせ等を習熟するため、競技前日までに１日程度の練習時間

を設けるので、次の事項に留意して実施すること。 

     ｲ)  機械の操作方法について不明な点があれば、競技委員に申し出ること。 

     ﾛ)  練習時間が終了したら、機械をもとの状態に戻すこと。 

         （往復台：右側、横送り：手前側、チャックの爪は閉じる） 

     ﾊ)  練習用材料は、必ず持参のこと。（競技用支給材料の試し削りは行わない。） 

（12） 競技中においては、刃物をハンドラッパ又は油といしでの再研削はしてもよいものと

する。ただし、再研削時間は競技の時間に含まれるものとする。 

（13） 競技中においてはグラインダによる再研削は禁止する。 

（14） テーパ、ネジの加工は、現物合わせとし、ゲージ等の持ち込みを禁止する。 

（15） 作業の服装等は、作業に適したものであること。 

（16） 標準時間を越えて作業を行った場合は、超過時間に応じて減点される。 

また、時間の計測は、開始の合図から、競技委員に機械加工終了の意思表示を行った

時点までとする。なお、１分未満は切り捨てる。 

（17） 競技終了後はいかなる加工も行ってはならない。 
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（18） 競技中に選手が原因でトラブルが生じ、付添い人等による補助を必要とした場合は、

減点対象となる。 

 

（19） 主軸の正転・逆転でのブレーキング（ねじ切り作業も含む）は、機械に過大な負荷が

かかるため使用禁止とする。 

（20） 機械摺動面にダイヤルゲージ（スタンド付きを含む）などを直接取り付けてはならな

い。ただし、専用治具（往復台ストッパのように、摺動面に傷を付けない構造になって

いること）を介しての取り付けは、認める。不明な点は競技委員へ問い合わせること。 

（21） 上記（３）～（10）、（13）～（15)、（17)、（19）及び（20）に示す事項を逸脱した 

場合は、減点対象または、状況に応じて失格扱いとする。 

 

６．仕様等 

（１） 課題図 

          別添「競技課題図」に示すとおり。 

 

７．課題提出方法 

     加工終了後は、速やかに部品を洗浄し組立図「Ｂ」の状態で課題を提出すること。 

 

８．その他 

（１） 上記５．(11)の練習日は、原則 10 月 14 日(木)とし、追って参加選手等に連絡す

るものとする。 

また、練習日に競技使用機械の抽選を行い、その機械で練習を行う。 

（２） 競技用材料は、競技当日に１set を支給する。それ以外に「試し材料」を持参し

ても構わない。 

なお、持参する「試し材料」の形状は、支給材料のいずれかと同等の大きさのも

のとする。また、持参した材料の加工形状は、任意とする。 

（３） ブレーキペダルの高さは床面から 135 ㎜に設定している。 

高さ変更は禁止とする。 

ただし、踏み台等を持ち込み、作業することは可とする。 

（４） 四つ爪単動チャックの取り付けと取り外しには、落下防止や機械への傷つき防

止のための、台（馬、鞍）を使用して作業を行うこと。 

パイプだけでの着脱は禁止する。 

（５） 競技終了後の機械の清掃及び現状復帰は、付添人の手伝いは可能であるが、選

手が責任を持って行い、競技委員や競技補佐員の確認を得てから退場すること。

また、付添人が手伝う場合には、安全靴・ヘルメット等を着用すること。 

 

以 上 
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持参工具等一覧表 
区分 品名 寸法または規格 数量 備考 

 
工具等 旋盤用バイト 

(TA チップホルダを含む) 
各種 
（シャンクサイズ 25mm以下） 

20 本

以内 

会場でグラインダーによるバイト
再研削は禁止 
※TA チップの交換は任意とする 
※ﾛｰﾚｯﾄﾎﾙﾀﾞは本数に含まない 

ローレットホルダ m0.3 を標準とする ,P1,26
番,28 番でも可 2 シャンクサイズ適宜 

ドリル MT4 規格 φ25 以下 適宜 ハイス材ツイストドリルのみとする 

センタ穴ドリル φ2～3 ㎜程度 適宜  

油砥石・ハンドラッパ 市販品 適宜  

バイト敷板  必要数  

やすり ヤスリ柄は安全な物 適宜  

ペンチ・ニッパ 切りくず切断用 適宜  

新明丹（テーパ確認用） 無鉛の事 1  

保護板  適宜 治具・取付具に類似したものは使用禁止 

片手ハンマ 材質は不問 適宜  

回転センタ MT4 規格 1  

ドリルチャック MT4 規格 1 式 ハンドル含む 

切屑除去棒 使い慣れた物 1  

センターゲージ 60° 1  

テーパ部ネジ外し用工具 傷防止ﾌﾟﾗｲﾔｰ､ｿﾌﾄﾀｯﾁ等 1 注６ 写真参考 

部品③落下防止治具 作業の安全性を考慮し推奨 1 注７ 写真参考 

刷毛・ブラシ 切削油塗布、ネジ・ローレット掃除用 適宜  

トースカン  1 ハイトゲージでも可 

切削油 等  適宜 水溶性は使用禁止とする。 

加工部品洗浄剤 ミクロチェック等 適宜  

ダスト除去用エア  適宜 充電式コンプレッサー等 
競技開始後の充填不可 

手元照明器具  適宜  

拡大ルーペ  適宜 ローレット部確認用 

工具整理台 設置面積 l ㎡程度以下 
高さ 1.5m 程度以下 

2 2 台まで使用を認める 

 
測定具等 外側マイクロメータ 

測定範囲    
0～25mm、25～ 50mm 

 50～75mm、75～100mm 
各 1 

ゼロ点合わせ用ブロック含む 
※デジタル表示のものでも可 
※特殊マイクロメータは不可 

内径及び溝幅用の測定器
（3 点マイクロメータ使用不可） 測定範囲  5～60mm 2 

特殊加工製品は禁止 
ゼロ合わせ用リングゲージは、 
競技開始後、使用禁止とする。 
※デジタル表示のものでも可 

デプスマイクロメータ 
測定範囲 
0～25mm、25～ 50mm、 

50～75mm、75～100mm 
各 1 ※デジタル表示のものでも可 

マグネット式ダイヤルゲージ テコ式、シリンダ形 2 定盤上での測定用も含む 

ノギス 最大測定長 200mm 1 ※デジタル表示のものでも可 
金属製直尺 150mm 程度 市販品 1  

すきまゲージ  一式 必要に応じて使用可 

関数電卓  1  

定盤（受けリング、Ｖブロック含む） 材質、精度は不問  工具台に置ける大きさのもの 

 
その他 

懐中電灯  1  

服装・保護具 作業服、ヘルメットまたは作業帽、
安全靴、保護眼鏡を含む 1 式  

筆記具  適宜  
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持参工具等の注意事項は、次のとおり。

［注1］  選手が持参するものは、前ページの表のものに限る。また、表のものは会場では一切貸し出
さない。
 表のうち、必要がないと判断される場合は、持参しなくても差し支えないが、「その他」の服
装・保護具については、必ず持参のこと。（競技実施時には、必ず着用のこと。）

［注2］  測定具等において、目盛り間隔、最小読み取り値等の精度は特に規定しない（但し市販品に
限る）。

また、測定器本体に接続して演習機能等を行う出力装置の使用は認めない。

［注3］ 競技中の使用工具・測定具の置き場は決められた作業台範囲に限る。

［注4］ メモの持込を可とする。（工程表等）

［注5］ 工具整理台については、会場の 1 人あたりの競技エリアの広さが限られている（旋盤設置場
所を含め約 2m×3m）ので、作業範囲を考慮して競技エリア内からはみ出すことなく設置でき
るものに限り、2 台まで持ち込みを認める。 

又、競技会場準備品（下記写真参照）を使用する場合は、10／6 (水)までに申し出ること。 

[注 6]   テーパ部ネジ外し用工具とは、テーパ部・  [注 7]  部品③落下防止治具とは、下記の写真 

偏芯部・ネジ部などが噛み込んだ場合などに の様なものを推奨するが、この限りでは

部品を傷付けずに掴み、緩める為の工具を指 ない。

し、下記の写真の様なものを推奨するが、

この限りではない。
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区分 品名 寸法または規格 数量 備考

機械 普通旋盤  ワシノ 1  心間800mm

 LEO-80A型  回転速度変換数16

 回転速度 

　23～1800rpm

 刃物台移動量140mm

 送り変換数および範囲

 縦送り：64種（0.05～0.71mm/rev）

   横送り：64種（0.05～0.71mm/rev）

 送りハンドル最小目盛り

 縦送り： 020mm/div（1回転22mm）

 横送り： 0.05mm/divDIA(1回転10mm）

 刃物台：0.020mm/div（1回転3mm）

 親ネジ 　Φ40-P6.0

 心押し軸テーパ穴   MT4

ネジ切り範囲

・メートルネジ　　19種 P1～7mm

・インチネジ  24種28～4山

 バイト心高  約27mm/主軸中心

 (刃物台バイト取り付け下部からの高さ）

 主電動機　 5.5kW　　200V　50/60Hz

 起動レバー右側装備下部正回転

 縦送りハンドル　左側装備

四ツ爪単動チャック 1 KITAGAWA（北川鉄工所）製  形式：ＩA6-300

々　チャックハンドル

ボックススパナ 14 四角（刃物台） 1 刃物取り付け用

両メガネ スパナ 17-19 1 刃物台取り付け部及び

 ねじ切りダイヤル旋回用

六角棒レンチ5mm 刃物台移動調整 1  各機械

手元照明器具 1 マグネット式ＬＥＤライト

機械油 若干  支給 ジェットオイラ

防錆油 若干 製品提出時に使用

切削油 若干  支給

ウエス 若干 　持参したものを使用可

小ほうき 1  各機械 掃除用

注２．摺動部及び機械の調整は、原則禁止する。

工具等

注１．数量等の数字は、選手1人あたりの数を示す。

平成28年度「ものづくり兵庫」技能競技大会

競 技 会 場 設 備 基 準

上 級 者 技 能 部 門 「 旋 盤 」 職 種

令和３年度 

14-17

上 
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令和３年度 
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令和３年度 
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令和３年度

「ものづくり兵庫」技能競技大会

上級者技能部門 旋盤職種

競 技 実 施 要 領
１ 一般的注意 

１) 競技中は、競技委員及び競技補佐員の指示に従うこと。

２) 課題図面の新しいものが必要な選手は、競技前日に申し出ること。

工程表、図面などの資料を持参することが可能であるため、事前に配布されたものを

競技中に使用しても良い。

 ただし、製品保管箱のふたへの貼付や、選手の行動が確認できなくなるような貼付は

しないこと。

３) 持参工具一覧表に記載以外の工具、測定具及び予備工具などの使用は禁止する。それら

のものは工具展開の際に、競技場外に搬出すること。また、梱包に用いた工具類も同様

の措置をとること。ただし、競技中に使用するバイトや工具を整理する目的で準備され

たものは、競技主査の許可を得て使用すること。工具展開の終了後は、競技中に使わな

い引き出しや、扉等には開閉ができないようにテープで封印すること。

４) 持参工具の工具展開・収納は、付添い人も手伝うことができる。

ただし、機械精度確認用に持参した試し材料の加工は、選手に限定する。

５) 機械の操作説明は、申し出のあった選手のみに対して工具展開の時間に行う。

また、主軸回転方向の変更を希望する場合は競技委員に申し出ること。機械整備員が

変更を行うが、自らの責任において変更してもかまわない。その際は必ずブレーカーを

落としてから行うこと。

６) 競技中にトラブルが生じた場合には、「ハイ」という意思表示を競技委員、競技補佐員

に行うこと。

また、トラブルについては原則として競技委員と選手の協議によって解決する。

７) 工具展開後の練習加工時間内であれば、持参した「試し材料」を用いて機械精度の確認

のための加工をおこなっても良い。なお、持参する材料の大きさは、支給材料のいずれ

かと同等の大きさのものとする。

８) 持参工具一覧表以外で持参可能なものは、以下のとおりとする。

a. 切り屑飛散防止カバー

b. 手元照明器具(２個まで 合計 100W 以内)

c. 四ツ爪単動チャック：300 ㎜以下、ハンドル、レンチ等含む

d. ダスト除去用エア（ボンベ、圧縮スプレー、コンプレッサー(充電式)でも可）

e. その他機械操作上必要な作業工具等

９) 競技中に、選手の行動が確認できなくなるような高さ･形状･色をした切り屑飛散防止

用の衝立(1,600 ㎜以上)などの持ち込みは、原則禁止する。

10) 使用機械の部品の取り外し･分解･取り付けは自由におこなって良いが、各自の責任に

おいて行うものとし、競技終了後は元の状態に復帰しておくこと。

その他のものについての詳細が不明な場合は、事前に問い合わせをすること。

公 表 
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工具展開時に持ち込みが不適当であると判断されたものについては、競技場外に搬出

していただきます。

２ 工具展開と荷解き 

１) 工具展開とは、以下のような作業を行うことである。

・ 抽選で当たった機械への工具台や作業台などを運び込む作業

・ バイトの高さ合わせなど、各自の持参した工具を抽選で当たった機械に合わせる調

整作業

・ 機械精度を確認するために持参した「試し材料」の加工、機械整備などの作業

２) 運搬のために梱包した工具類を開封する作業、持参した作業台に工具類を並べる作業、

測定器などをケースから出してチェックする作業、機械を必要としない準備作業などは、

工具展開の指定時間以外であっても作業を行って良いものとする。

３) 競技支給材料を用いた試し削りは行わない。

３ 競技開始について 

・ 工作物はチャックから、バイト類は刃物台から取り外し、心押し台には工具類を何も

取り付けないようにしておくこと。また、チャックの爪の位置は中央に寄せること。

・ 競技の開始は、競技会場内の時計で、開始時間に競技委員がホイッスルと口頭で合図

する。また、開始、終了等の各５分前・１分前にも口頭による合図を行う。

４ 安全事項 

１) 競技中並びに練習加工時間中は、安全を最優先して作業を行うこと。

２) 作業の服装等は、作業服(長袖)、保護眼鏡、安全靴、ヘルメットまたは作業帽を必ず着用

のこと。

 切り屑飛散防止用のカバーを持参しても良いが、加工中の作業が周囲から確認できる

ようなものであること。また、暫定的なものではなく、しっかりしたものであること。

５ 作業終了の合図と製品の提出 

１) 終了の合図

「ハイ」と言って手をあげて、競技委員又は競技補佐員に対して明確に意思表示を示

すこと。この時点で競技終了の時刻を記録する。

この時間は、課題製品採点で同点が生じた場合に考慮される。

２) 終了とは

①加工終了→組み立て→精度チェック→「ハイ」 ②加工終了→「ハイ」のいずれ

でも良い。終了合図をした後は、金属製切削工具による切り屑が出る加工はできない。

ただし、製品の具合によっては、終了時間内であれば終了合図の取消しをして競技

に復帰することができる。

３) 競技の復帰

競技に復帰する場合は、競技委員又は競技補佐員に対して、必ず明確に復帰の意思

表示をして競技に復帰すること。復帰までに要したロス時間は、競技を続行していた
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ものとして取り扱う。

４) 製品の提出

製品の提出については、競技終了の合図後に以下の事項に留意して提出する。

a. 部品①～③を充分に洗浄した後に、防錆油を塗布して、組立図Ｂのように組立て提

出する。

b. 標準競技時間終了から 30 分以内に提出すること。

c. 打ち切り時間内に製品加工がしなかった場合や、組み立てが不十分な場合であっ

ても、製品提出最終時間内にすべての部品(未加工品も含む)をまとめて提出すること。 

６ 競技日程及び時間について 

別紙「競技日程等（予定）」のとおり

７ 採点要領・順位決定 

製品の採点にあたっては、以下の採点要領を適用する。

１) 採点は、減点方式を採用する。

２) 配点（満点を１００点として）

a. 組立寸法精度    ３０点

組立寸法６箇所を採点の対象とする。

b. 部品寸法精度   ５０点

部品①12 箇所、部品②８箇所、部品③１箇所の合計 21 箇所を採点の対象とする。

c. 主観採点    ２０点

以下の項目等を評価・採点する。

みばえ：製品の傷、打痕、削り残し・削り込み、面取り不良

各部表面のビビリ、各部表面及びネジ部の面粗度等、

できばえ：ネジ部はめ合い、テーパ部の当たり、ローレット加工部分、

各配点に対して、各減点係数を掛けて減点を行う。

d. 特別減点：１００点満点に対して係数を掛けることなく、直接減点を行う。

① 前項以外で、各々該当事項を減点する。

一般公差寸法外れ、重度の機能不良、偏心・テーパ・ねじ・

ローレットの未加工、注意事項の逸脱等

② 作業時間減点：１００点満点に対して係数を掛けることなく、直接減点を行う。 

標準競技時間内に加工が終了せず、加工を延長した場合は、延長時間に応じ

た特別減点を行う。１分毎に１点の減点とし、最高 20 点を減点する。

③ 作業態度採点（作業の安全確保等）：１００点満点に対して係数を掛けること

なく、直接減点を行う。

作業上の安全確保等に懸念・問題がある行動等に、本人への注意後、減点する。
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３) 順位の決定は、得点の多いものを上位とする。ただし、製品採点で同点が生じたときは、

以下の項目について順次判定し、順位を決定する。

a. 組立寸法精度の得点の多いものを上位とする。

b. 部品寸法精度の得点の多いものを上位とする。

c. 主観採点の減点数の少ないものを上位とする。

d. 作業時間の短いものを上位とする。ただし、時間の差が１分以上ある場合。

以 上



時間 所要時間 備　　　　考
　８：３０

↓ 工具等搬入 ９０分
１０：００
１０：００ 選手集合・受付・ゼッケン配布

↓ 挨拶 約１０分
１０：１０ 日程・諸注意等の説明・
１０：１０ 工具展開等の説明 約１０分

↓ 工具展開の開始
１１：００ 工具展開・持参「試し材料」の加工準備等
１１：００

↓ 機械の精度確認・練習加工の説明 １０分
１１：１０
１１：１０

↓ 精度確認・練習加工 （持参工具点検） ２１０分 １２：００～１３：００
１５：４０ 昼休憩
１５：４０

↓ 持参工具点検 １０分
１５：５０
１５：５０

↓ 機械清掃・機械チェック ３０分
１６：２０
１６：２０ 集合

↓ 競技日の説明 １０分
１６：３０ 解散

↓
１７：００ 競技委員で機械調整を行う。

２　競技日【１0月15日(金)】

時間 所要時間 備　　　　考
　８：１５ 選手集合・受付

↓ 開会挨拶 約１０分
　８：２５
　８：２５ 指定寸法の抽選・発表

↓ 競技説明・諸注意等の説明 １０分
　８：３５ 競技用支給材料の配布
　８：３５ 機械・工具チェック・点検

↓ 競技開始準備 １０分
　８：４５
　８：４５ 競技開始(開始合図)

↓ 　《標準競技時間　３H４０M　　打切時間　４H００M》
１２：２５

競技標準終了時間(合図の笛) 12:25　競技延長開始
組立調整・提出準備 12:45　競技打切り

１２：４５
１２：５５ 製品提出最終時間(合図の笛)
１３：００

↓ 昼食・休憩
１４：００
１４：００

↓

・ 各種の説明時間は、機械の運転を停止しておくこと。
・ 原則として競技日は、付添い人の方が選手の手伝いをすることはできません。

付添い人の手伝い可

令和３年度「ものづくり兵庫」技能競技大会
上級者技能部門　「旋盤」職種　競技日程等

１　競技下見・工具展開等【１0月14日(木)】

内　　　　容

付添い人の手伝い可５０分

内　　　　容

なお、全選手の製品提出終了後は、競技エリア内に入って収納、清掃の手伝いをすることができます。

特別に機械の調整が必要な場合は、付添人と

標準時間
終了合図後

３０分

選手・付添い人等を含む全員で機械清掃、片付け

↓

・ 工具等の搬入は１0月14日（木）の朝のみ可能（但し8：30以前の入場は不可）。
・ 受付時間の10分前までには、服装、身の回り品の整理を終えて選手控室において、待機しておくこと。

・ 会場の都合により、工具展開時の工具搬入において、搬入の順番を設ける場合がある。
・ 各選手と付添い人は、速やかに工具等の搬入が行えるよう、お互いに協力すること。

・ 工具類等は、工具展開の開始時間までに、競技会場の指定場所への移動を完了しておくこと。
特に付添い人のいない選手は、充分な時間のゆとりをもって会場入りすること。

・ 持参「試し材料」の加工は、選手のみ加工できる。付添い人は加工しないこと。
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